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令和 6 年度 初心者向けスマホ教室の実績報告 

 
 

 ⑴ 実施期間：令和６年 10 月４日（金）〜令和６年 12 月 20 日（金） 

 ⑵ 実施場所：各地区まちづくりセンター25 か所（天間まちづくりセンターを除く） 

 ⑶ 内  容：１回目：Wi-Fi の接続方法、インターネット検索、地図アプリの使い方、 

QR コード読み取り、アプリのインストール方法など 

        ２回目：富士市が提供するアプリの紹介、ＬＩＮＥの使い方、個別相談会、

ネットトラブル講習、詐欺被害防止講習（富士警察署） 

⑷  講 師 等：■講師 兼 サポーター 

（計 11 名、内訳：１年生１名、2 年生 3 名、３年生 3 名、４年生 4 名） 

       ■サポーター 

（計 9 名、内訳：１年生０名、２年生 6 名、３年生 1 名、４年生 2 名） 

⑸  機  材：ポケット Wi-Fi5 台（ソフトバンク株式会社様より無料貸与） 

       パソコン、プロジェクター等 

 

 

開催場所 
申込 

状況※ 

参加人数

(１回目) 

参加人数 

(2 回目) 
実施日 

1 吉原まちづくりセンター 10 9 8 10/4 10/11 

2 伝法まちづくりセンター 7 7 7 10/4 10/11 

3 浮島まちづくりセンター 7 6 7 10/5 10/12 

4 吉永まちづくりセンター 5 5 5 10/5 10/12 

5 富士見台まちづくりセンター 9 9 8 10/18 10/25 

6 原田まちづくりセンター 8 8 7 10/18 10/25 

7 岩松まちづくりセンター 9 9 8 10/19 10/26 

8 富士駅南まちづくりセンター 10 10 10 10/19 10/26 

9 鷹岡まちづくりセンター 8 8 7 10/27 11/10 

10 鷹岡まちづくりセンター 6 5 5 10/27 11/10 

11 須津まちづくりセンター 4 4 6 11/1 11/8 

12 今泉まちづくりセンター 5 5 4 11/1 11/8 

13 富士駅北まちづくりセンター 7 7 6 11/2 11/9 

14 富士南まちづくりセンター 8 7 7 11/2 11/9 

15 青葉台まちづくりセンター 10 6 6 11/15 11/22 

資料１ 

2 各教室の参加者数について 

１ 実施内容 

※ キャンセルを含む 
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●改修工事中の天間まちづくりセンターを除く 25 か所で実施した。 

●富士川まちづくりセンターは当日の参加希望があったため、申込の人数よりも実際の参加

人数が１名多くなっている。 

 

 

⑴ 広報ふじ 9 月号 

  広報ふじ 9 月号の 9 ページに募集記事を 

掲載し、全戸配布。 

 

 

 

 

⑵ 富士市ウェブサイト等への掲載及び全 

  まちづくりセンターへポスター掲示 

富士市のウェブサイトへ初心者向けスマホ 

教室の情報を掲載するとともに、 

まちづくりセンターへ、ポスターを掲示。 

 

⑶ 新聞・ラジオ 

  富士ニュースにて募集記事を掲載。 

  ラジオエフのコーナー「広報ふじトピックス」にて、募集記事の宣伝。 

 

16 広見まちづくりセンター 9 8 8 11/15 11/22 

17 田子浦まちづくりセンター 8 8 7 11/16 11/30 

18 元吉原まちづくりセンター 7 5 5 11/16 11/30 

19 神戸まちづくりセンター 8 5 6 11/24 12/8 

20 吉永北まちづくりセンター 5 5 4 11/24 12/8 

21 岩松北まちづくりセンター 7 6 7 11/29 12/6 

22 富士北まちづくりセンター 9 7 7 11/29 12/6 

23 松野まちづくりセンター 8 5 5 12/7 12/14 

24 富士川まちづくりセンター 5 6 6 12/7 12/14 

25 大淵まちづくりセンター 8 5 6 12/13 12/20 

26 丘まちづくりセンター 8 6 6 12/13 12/20 

 合計 195 171 168  

3 広 報 
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■申込状況について 

今年度は、定員８名に満たないまちづくりセンターが 11 か所、定員を超える応募のあった

まちづくりセンターが 7 か所だった。約４割のまちづくりセンターが定員割れだった。地域

による人口の差もあるが、全体的に応募は少なかった。 

 

■教室の様子について 

会場によって参加人数に偏りが生じたため、サポーターが１対１で対応できた会場もあれ

ば、参加者３人に対して１人で対応する会場もあった。 

学生が参加者の質問に丁寧に対応してくれたおかげで、会場によって満足度に差がでると

いうことはなかったが、来年度の応募状況によっては、定員に満たない会場の実施回数を減

らし、定員を超える会場の実施回数を増やす等、対応していく必要があると考える。 

 教室の運営については、会場の準備から終了に至るまで、昨年度の経験者が中心になって

動いてくれたため、滞りなく進めことができた。 

 

 

 

 

令和６年１０月４日（金）に実施した吉原まちづくりセンターでの初回の様子が１０月８日

付静岡新聞に掲載された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 教室の状況 
 

5 報道提供 
 

⇩ 10 月 8 日付 静岡新聞 


